


活動紹介

こんにちは。運営委員の岡
です。しまもと環境・未来
ネットの川の美化推進活動
に所属しています。
2015 年、「里山クラブ」に入会、
現在も活動させてもらって
いますが、メンバーは全員
川美化の活動も行うことから、しまもと環境・未来
ネットの会員になりました。
里山クラブに入会するまでは、島本で生まれ育ち、島
本の自然を誇りに思いながら、その自然を守ることに
関わってきませんでした。入会してみると、竹や木々、
土、川などの自然に囲まれて活動することが、とても
気持ちの良いということを知りました。ありきたりの
表現ですが、マイナスイオンを感じるというか、とて

も心地よく感じながら活動しています。
休憩時間は、一緒に活動する人生の大先輩の皆さん
のユニークなトークが楽しい時間です。元々、里山
クラブを紹介してもらった方が、自分が中高生時代に
生徒として、大学生以降、講師としてお世話になった
塾の塾長なのですが、最近、その講師時代の教え子
（今は社会人）が里山クラブに関心を持ち、今度は私
がその教え子に里山クラブを紹介し、先日体験に来て
くれました。里山クラブの中で、このような縁で世
代が繋がっていくことが感慨深い出来事でした。
暮らしのすぐそばに自然が溢れる島本、町内外にこの
自然に触れてみたい方が沢山いると思います。島本
の里山の中で、世代を越えて、地域を越えて、色んな
方が交流できるようなると良いなと思います。その
ためにも、会の活動に継続して参加し、その発展に
協力できればと思います。　　　　　（岡　正樹・記）

川の美化推進活動グループ　（主に、水無瀬川の中・下流域の、支障木・竹の伐採をすることで川の景観を良くし、
　不法投棄ゴミを捨てづらくする、や捨てられたゴミの撤収も行っています。　月一回の定例活動です。）

いきもの観察グループの活動報告
生き物観察グループではこれまで文字通り、島本の山や
河川敷などで生き物観察をしてきましたが新しい試みと
してカブトムシビオトープにチャレンジしてみました。
場所は清掃工場近くの山の雑木林です。アベマキやコナ
ラなどのカブトムシが好きそうな樹木がところどこに生
えています。
合板と杭を使って囲いを作り、中に周囲の落ち葉をとん
どんいれて完成です。たいへん簡単でたぶん小学生の
高学年ぐらいから作成可能ではないかと思います。合板
ではなく間伐した木などを使えばより一層野趣あふれる
ものにもなりますが今回は簡易に作ってみました。世の
中には同じようなことをやっている人もたくさんいて、
たい肥を入れたらいいとかいろいろな蘊蓄もあるよう
ですが、そこまでしなくても比較的成功する確率は
高いようです。もとより島本にはカブトムシはいっ

ぱいいるとのこと。私は島本に長らく住んでいますが
残念ながらこの地でカブトムシを見つけたことはあり
ませんので是非、今回幼虫をみてみたいものです。
後はイノシシがおいしい蛋白源として食べ尽くさない
かが心配ではありますがとにかくこの秋を楽しみにし
　　　　　　　　　　　　　　

ています。我々グループとしてはここからどういうイ
ベントにできるかを話し合っていきたいなと思ってい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　（厚東　隆・記）
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